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熊本から宮古に来て6か月、正確には8ヵ月が経ちました。大雪が降った2年前
の冬に2ヶ月程お手伝いさせて頂いたのをきっかけに様々な縁に導かれて、今年の
3月に入職いたしました。

以前にも増して地域とのつながりが強くなっている事を感じるとともに築き上
げられてきたものの大きさに感銘とプレッシャーを受けました。気持ちだけが先
走り御迷惑ばかりお掛けしているにも関わらず、スタッフや財団の皆様には温か
く見守って頂き、また多くの方々が様々なところから支えて下さっているお陰
で、微力ながら頑張ることができております。ありがとうございます。しっかり
想いを繋げ、縁を紡いでいきたいと思います。
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　この度、(一社)作業療法士協会から任命され訪問リハビリテーション振興委員
に就任いたしました二神雅一です。これまで制度化班長として委員会活動に従
事して参りましたが、今後は兼務として重責を担うことになり身の引き締まる
思いです。
　訪問リハは、実際に生活している環境の中で具体的な課題に直接働きかけ
る、地域生活に欠かすことのできないサービスです。しかし、昨今では、「訪
問リハステーション」の制度化を口にするのも憚れるような状況であり、更
に、これまで不足していた訪問リハを補い支えてきた訪問看護STからのリハの
不要論さえ聞こえてくる有様です。
皆様方のお力添えをいただきながら、我が国におけるリハビリテーションの更
なる普及・振興に寄与できるよう、特に制度的環境整備に微力を傾ける覚悟で
す。どうぞよろしくお願い致します。

訪問リハ・地域リーダーの”絆”　ご当地紹介⑬　千葉県編

千葉県訪問リハビリテーション地域リーダー

　千葉県柏市では、平成25年度から総合特区法に基づく特例措置により、病
院、診療所、介護老人保健施設でなくても訪問リハビリテーションを行うこと
が可能になりました。しかし、サービスの質や安全性の担保の為に主治医と事
業所の管理者は、『柏市及び柏市医師会が主催する在宅医療、多職種等に関す
る研修会（2日間）を受講して修了していること』とされました。
　事業の開始から2年半が経過している現在、5事業所が稼働しています。サー
ビスの量的な課題は解決されたように思えますが、今後は訪問リハビリ自体の
効果検証が課題となっていて、訪問リハビリテーション振興財団の方々や、東
京大学・柏市にもお世話になりながら検討を始めています。
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